
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和４年度補助金交付対象事業（報告会版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

          

 

 

 

                         

 

 

   立川市 

   令和５年８月 

 



 

 



 

 

 

協働のまちづくり推進事業補助金とは 
この補助金は、市民力を生かしたまちづくりの実現のために、多様な団体が連携・協働し、地

域課題解決を目指して自発的に取り組む公益的な事業を支援するための補助金です。 

ここでは、下記の二つに区分して令和３年度に募集し、審査を経て令和４年度に実施した事業

の内容を報告いたします。 

 

・協働事業…市民活動団体等が市以外の他の団体と連携および協働し自発的に取り組む公益的な

事業 

・アイデア提案事業…市民活動団体等が市との協働を提案して取り組む公益的な事業 

 

 

 

■令和４年度事業 活動報告 目次 

事業名 応募団体名 ページ 

気軽に立ち寄れる「よろず相談室」 

＜協働事業＞ 

代表団体：にしき傾聴クラブ 

1 
協働団体：NPO 法人ブーゲンビリア・多

摩ホスピスの会 

はじめてのおしばい～心豊かに育つには 

＜アイデア提案事業＞ 

特定非営利活動法人 立川子ども劇場 

６ 
協働相手：立川市産業文化スポーツ部 

地域文化課 

発達障害児の子育てを支える情報発信事業 

＜アイデア提案事業＞ 

キラリっ子ファミリーカフェ 

１２ 
協働相手：立川市子ども家庭部子ども家

庭支援センター 

多胎家庭を妊娠期から継続的に支え、 

虐待を防ぐ活動 

＜アイデア提案事業＞ 

SｗｉｎｇRｉｎｇ（すいりん） 

～ふたご応援プロジェクト～ 
１７ 

協働相手：立川市子ども家庭部子ども家

庭支援センター 

※成果物等は、紙面の都合上、提出されたものの中から抜粋して掲載しています。 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和４年度 協働事業＞ 
 

気軽に立ち寄れる「よろず相談室」 

 

補助金交付予定額： １２８，２００円 

補助金交付額（実績）：  ７０，８４８円 

 

 

 

代表団体名：にしき傾聴クラブ 

協働団体：NPO 法人ブーゲンビリア、多摩ホスピスの会 



 

気軽に立ち寄れる「よろず相談室」 事業報告書 

 



 

気軽に立ち寄れる「よろず相談室」 自己評価書 

 



 

気軽に立ち寄れる「よろず相談室」 収支予算・決算 
 
 
 
 
 
 

収  入                             単位：円 

科  目 予 算 額 決 算 額 

立川市補助金 １２８，２００ ７０，８４８ 

団体負担金 ２８，２００ ０ 

寄 付 金 １００，０００ １５３，６９９ 

合  計 ２５６，４００ ２２４，５４７ 

 

支  出                             単位：円 

科  目 予 算 額 決 算 額 

補 
助 

対 

象 

経 

費 

講師等謝礼 １２０，０００ ９４，０００ 

消耗品費 ３０，０００ ２，２６７  

印刷製本費 ３０，０００ ４５，４３０ 

通信運搬費   

使 用 料 ４２，４００  

保 険 料 ２，０００  

交 通 費 ３２，０００  

小  計(A) ２５６，４００ １４１，６９７ 

そ
の
他 

小  計(B)  ８２，８５０ 

合  計(A)+(B) ２５６，４００ ２２４，５４７ 

 

 



 

気軽に立ち寄れる「よろず相談室」 報告会 Q&A 

 

※報告会での審査委員との Q&A を掲載しています。 

 

Q．毎週の相談会の相談人数はどの程度か。 

A．個別相談が基本なので、毎回２，３人程度である。少人数でじっくり話せ

ることを特徴としている。 

 

Q．事業のチラシをどのような範囲で配っているか。 

A．近隣である錦と羽衣である。 

 

Q．補助金の返金額が発生している理由は何か。 

A．プリント代や講師謝礼等で費用が発生したが、それほど費用を必要とせず

に事業を実施することができた。 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和４年度 アイデア提案事業＞ 
 

はじめてのおしばい～心豊かに育つには 

 

補助金交付予定額： ５００，０００円 

補助金交付額（実績）： ３６１，４６５円 

 

 

 

団体名：特定非営利活動法人 立川子ども劇場 

協働相手：立川市産業文化スポーツ部 地域文化課 



 

はじめてのおしばい～心豊かに育つには 事業報告書 



 

はじめてのおしばい～心豊かに育つには 自己評価書 



 

はじめてのおしばい～心豊かに育つには 自己評価書 

アンケート別紙 

 

『はじめてのおしばい～心豊かに育つには』アンケート抜粋 

 

〈講演会はどうでしたか〉 

・体験の大切さを改めて実感しました。 

・とても面白く興味深いお話でした！！私たちがうばっているもの、時間、自然、そのとおり

だと思います。本当に大切なものは目では見えない、大きなかぶの話、とても納得しました。 

・忘れかけている大切な事を思い出させてくれるようなお話でした。 

・ごめんねの気持ちを育てる時間を大切にするという考えは申請でハッとされられました 

 

〈人形劇を見たお子さんの様子はいかがでしたか〉 

  ・よろこび、わらい、かなしみ、色々の感情をいつもより味わっていたように思います！ 

・しきりに指を差し興味しんしんでした。 

・思っていたより反応がとても良く、良い経験になりました。 

・あばれまわっていました。 

 

〈お母さん、お父さんの感想はいかがでしたでしょうか〉 

  ・人形劇、子どもとともに見ることができてよかったです。共通の体験でしか共通の話題

はできないので、帰ったら子どもと話すのが楽しみです。 

  ・子どもなりに一生懸命ストーリーを理解しようとしているんだなと、うれしく思いました。 

  ・初めて子どもに見せましたが、良い反応をしていたので、一緒に見ている私も楽しかっ

たです。 

 

〈実際この企画に参加してみて、有料でもまたこのような催しに参加したいですか〉 

  ・是非とも参加したい              9人 

  ・機会があれば参加したい         10人 

  ・内容によって                   5人 

  ・お金を払ってまでは参加したくない   0人 



 

はじめてのおしばい～心豊かに育つには 収支予算・決算 

 
 

収  入                             単位：円 

科  目 予 算 額 決 算 額 

立川市補助金 ５００，０００ ３６１，４６５ 

会  費 ８８，４８０ ０ 

合  計 ５８８，４８０ ３６１，４６５ 

 
 

支  出                             単位：円 

科  目 予 算 額 決 算 額 

補 

助 

対 

象 

経 
費 

講師等謝礼 ４２２，８８０ ２７５，２００ 

消耗品費 ２５，４００ ４１，７９５ 

印刷製本費 ２２，５００ ２２，６２０ 

通信運搬費 ３０，３００ １７，７４０ 

保 険 料 １１，４００ ４，１１０ 

小  計(A) ５１２，４８０ ３６１，４６５ 

そ
の
他 

小  計(B) ７６，０００ ０ 

合  計(A)+(B) ５８８，４８０ ３６１，４６５ 
 



 

はじめてのおしばい～心豊かに育つには 報告会 Q&A 

 

※報告会での審査委員との Q&A を掲載しています。 

 

Q．講演会・演劇で各回の参加者の理想の人数の規模はどの程度か。 

A．なるべく多くの人に参加してもらいたいが、参加者が多すぎると雰囲気を

感じてもらう距離や会場の問題があるので、５０組程度と考えている。 

 

Q．もっと色々な地域で実施することは検討しているか。 

A．来年度に向けて幸町・若葉町等の地域での実施を検討したが、実施するた

めの施設が地域に無かった。地域文化課と協議しながらどのように子育て

世帯へ届けていくか考えたい。 

 

Q．40 世帯が事業に参加し、市の補助金が３６万円程度なので、１世帯当た

り９千円の補助は高いという印象がある。出来るだけ参加世帯が増えるよ

うにして欲しい。 

A．頑張ってまいります。 

 

Q．演劇等の準備期間はどの程度か。 

A．劇団と施設等との打ち合わせ等があるので、概ね２か月程度となっている。 

 

Q．幼稚園・保育園との協力体制はどうなっているか。 

A．幼稚園を会場にして人形劇をしていることもあるが、文化に対して興味を

持つところが難しく課題である。保育園等で置きチラシだったものが、協

力体制のもと一人一人の引き出しに入れてもらえるようになった。市や保

育園等で深く協力して、文化に触れることができるようにしていきたい。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和４年度 アイデア提案事業＞ 
 

発達障害児の子育てを支える情報発信事業 

 

補助金交付予定額： ４６０，８８８円 

補助金交付額（実績）： ３７５，０２２円 

 

 

 

団体名：キラリっ子ファミリーカフェ 

協働相手：立川市子ども家庭部子ども家庭支援センター 



 

発達障害児の子育てを支える情報発信事業 事業報告書 

 



 

発達障害児の子育てを支える情報発信事業 自己評価書 

 



 

発達障害児の子育てを支える情報発信事業 収支予算・決算 
 

収  入                             単位：円 

科  目 予 算 額 決 算 額 

立川市補助金 ４６０，８８８ ３７５，０２２ 

事業収入 ５，０００ ４，０００ 

合  計 ４６５，８８８ ３７９，０２２ 

 
 

支  出                             単位：円 

科  目 予 算 額 決 算 額 

補 

助 

対 

象 
経 

費 

講師等謝礼 １８０，０００ １３６，１５５ 

消耗品費 ４４，１０２ ６６，８４９ 

印刷製本費 ３２，１３０ ４０，３２０ 

通信運搬費 ４６，３６８ ６１，５５０ 

使 用 料 ５２，２００ ４５，１５８ 

保 険 料 ５，０００ ２，０００ 

委託料 １０１，０８８ ２２，９９０ 

小  計(A) ４６０，８８８ ３７５，０２２ 

そ
の
他 

小  計(B) ５，０００ ４，０００ 

合  計(A)+(B) ４６５，８８８ ３７９，０２２ 
 



 

発達障害児の子育てを支える情報発信事業 報告会 Q&A 

 

※報告会での審査委員との Q&A を掲載しています。 

 

Q．子ども家庭支援センターの支援が無いと中々思うような活動が出来づらい

か。 

A．子ども家庭支援センター等の協力がなくても、おしゃべり会や講座を開く

こと自体は可能である。ただし、保護者が子どもの発達障害に気づき苦し

むのは、幼稚園、保育園、小学校、中学校であり、そこに支援情報を届け

ていくのは、市民団体の広報だけでは限界がある。SNS 等で事業について

認知してもらっているが、情報に辿り着けない人やあまりよくない情報に

惑わされる人もいる。その中で、市からの情報であることを信頼して、安

心しておしゃべり会や講座に来てくれる人は多い。必要な人に支援情報を

届けていくのには行政ならではの安心感と広報力、また教育機関との連携

が必要であると考えている。 

 

Q．補助金が無くても、行政の協力体制があれば運営できるか。 

A．会員制・会費制はとっておらず、民間や行政の助成金等で活動を行ってき

た。支援を自分から求めに行くことができない孤立している保護者に届け

るため、今後も会員制・会費制はとらないので、補助金は必要としている。

ただし、やはり一番大事なのは、市の行政支援と連携していくことだと考

える。 

 

Q．今まで助成金等を探してきたのは自力だったのか。あるいはどこから支援・

アドバイス等はあったのか。 

A．自力で探しつつ、社会福祉協議会や子ども家庭支援センターが色々と情報

提供を行ってくれた。ただし、７年間活動している間に使える助成金制度

等はほとんど使ってきたので、今後申請できるところがあるかは大きな課

題である。 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和４年度 アイデア提案事業＞ 
 

多胎家庭を妊娠期から継続的に支え、 

虐待を防ぐ活動 

 

補助金交付予定額： ４９６，０００円 

補助金交付額（実績）： ３０６，２２６円 

 

 

 

団体名：SwingRing（すいりん） 

～ふたご応援プロジェクト～ 

協働相手：立川市子ども家庭部子ども家庭支援センター 

      



 

多胎家庭を妊娠期から継続的に支え、虐待を防ぐ活動 事業報告書 

 



 

多胎家庭を妊娠期から継続的に支え、虐待を防ぐ活動 事業報告書 



 

多胎家庭を妊娠期から継続的に支え、虐待を防ぐ活動 自己評価 



 

多胎家庭を妊娠期から継続的に支え、虐待を防ぐ活動 収支予算・決算 

 

収  入                             単位：円 

科  目 予 算 額 決 算 額 

立川市補助金 ４９６，０００ ３０６，２２６ 

会  費 １０，０００ ４０，０００ 

事業収入 ２０，０００ ５，０００ 

講 師 料 １０，０００  

合  計 ５３６，０００ ３５１，２２６ 

 

支  出                             単位：円 

科  目 予 算 額 決 算 額 

補 
助 

対 

象 

経 

費 

講師等謝礼 ３３０，０００ １９８，７００ 

消耗品費 ４０，０００ １２，９８７ 

印刷製本費 ７０，０００ ５６，２５６ 

通信運搬費 ６，０００ ５，４１０ 

使 用 料 ６，０００ ３，４４０ 

保 険 料 ２４，０００ １８，９３８ 

ふたご手帳購入費 ２０，０００ １０，０００ 

手数料  ４９５ 

小  計(A) ４９６，０００ ３０６，２２６ 

そ
の
他 

小  計(B) ４０，０００ ４５，０００ 

合  計(A)+(B) ５３６，０００ ３５１，２２６ 
 



 

 

多胎家庭を妊娠期から継続的に支え、虐待を防ぐ活動 報告会 Q&A 

 

※報告会での審査委員との Q&A を掲載しています。 

 

Q．双子手帳の継続はよい成果だと思うが、その点についてどうであるか。 

A．2019 年に三つ子の虐待死事件があり、多胎への支援の世論が盛り上がり、

都知事が多胎に特化した支援策を導入した。その結果市が支援を行いやす

い環境にあったことが非常に大きかったと考える。 

 

Q．今年度で補助金が終了となるが、市への要望等は何かあるか。 

A．これまでの活動の中で子育て支援の団体と繋がりができたが、その中で子

どもの権利啓発や立川市の包括的支援をもっと行政と一緒に出来たらよいと

いう話はしている。令和７年度に立川市に新しく施設ができるということもあ

り、そこに向けて行政と一緒に何ができるのか考えていき、色々な分野の方々

と立川市に住んで良かったと思えるような活動をしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
令和４年度立川市協働のまちづくり推進事業補助金事業報告会 

和田清美審査委員長 講評 

 

  

ご報告お疲れ様でございました。今回４団体のご報告をお聞きして、皆様のご努力やご苦

労といったものが感じられました。審査委員会を代表して、１団体ずつ講評させていただき

ます。 

 

第１報告の「気軽に立ち寄れる『よろず相談室』」事業は、補助金を受けて２年目というこ

とで、昨年度の反省から広報についての工夫をされ、気軽に立ち寄れる環境を３つの団体の

協働で維持されていることがわかりました。支援を途絶えさせないという強い意思が伝わっ

てまいりました。既に令和５年度の事業も始まっているとのことですので引き続き活動をす

すめていただければと存じます。ご報告ありがとうございました。 

 

第２報告の「はじめてのおしばい」事業は、地域文化課と協働し、特に文化の地域差とい

う課題に取り組まれていることでした。令和３年度事業実施の反省から、実際にイベントを

実施し、講演会と劇をセットで行うように改善されたところは非常に評価できます。ご報告

ありがとうございました。 

 

第３報告の「発達障害児の子育てを支える情報発信」事業は３年目で最終年度ということ

で、協働事業が済んだ後の自立、行政との関係、財政的なことも含めた自立について、問題

提起をしていただきました。是非３年間で培った行政をはじめとする諸関係機関との連携の

実績をもとに、さらなる活躍を祈念しております。ご報告ありがとうございました。 

 

第４報告の「多胎家庭を妊娠期から継続的に支え、虐待を防ぐ活動」事業は、前報告と同

様に３年目で本年度が最終年度の補助事業です。１年目、２年目と比較してさらに活動の幅

が広がっていることが大変よくわかりました。また、補助金の終了を迎えるにあたり、行政

と団体とが「委託」という形で、今後も引き続き協働を続けるというご報告がありました。

ご報告ありがとうございました。 

 

全ての団体に対し、審査員の方から審査及び報告時等に様々なコメントや質問があったかと

思いますが、それらを是非今後の活動に活かして進んでいただければ幸いです。本日は長い

時間最後までご参加いただきありがとうございました。全団体の皆様に感謝を申し上げて講

評とさせていただきます。



 

 

報告会の詳細は、立川市ホームページへ 
立川市ホームページ、立川市 YouTube チャンネルにて、報告会の詳細やようすを知るこ

とができます。事業についてもっと知りたい方は、下記QR コードよりご参照ください。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

令和６年度実施事業を募集します 
市民協働課では令和６年度実施事業を募集します。下記 QR コードより、募集案内をご参

照ください。 

 

団体連絡先（敬称略・許可をいただいた団体のみ掲載しています） 

◆にしき傾聴クラブ 中村 nakamura.sf@gmail.com 

◆特定非営利活動法人 立川子ども劇場 小濵 tachikawa.kodomo.gekijo@gmail.com 

◆キラリっ子ファミリーカフェ 中村 kiraricafe2017@yahoo.co.jp 

◆SwingRing(すいりん) ～ふたご応援プロジェクト～  

中川 swingringstaff@gmail.com 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊このプログラムに記載されている内容は、無断で転載しないでください。 

令和５年８月作成 

連絡・問い合わせ先： 立川市市民生活部市民協働課 

〒190-8666 立川市泉町１１５６－９（立川市役所２階） 

Tel 042-523-2111（内線 2627）  Fax 042-527-8074 


